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台風編 

大地震編 地震発生から避難までの流れ 

1 自分の命をまず守る→P5 2 同居人の安否を確認→P6 
3 自宅の状況を確認→P7 4 正しい情報をとる→P8 

8 避難の方法を考える→P12 9 家にいて大丈夫そう 

11 トイレを準備→P15 

 

12 情報や救援物資は避難所 

1 台風が近づいてきたら進路を確認→P18 2 台風が来る前にベランダの片づけ→P19 
3 窓ガラスの養生→P20 

4 停電対策→P21 

5 大津波警報が発令→P9 

13 避難生活が長期化したら→P17 

5 高潮と重なったら浸水対策→P22 

地震が発生したら一番安全な場所

（セーフティーゾーン）に逃げ込み、

頭部を守って揺れが収まるのを待ち

ます 

揺れが収まったら家族など同居して

いる人の安否を確認し、余震に備えま

す 

確認ポイント： 

・火災は発生していないか 

・ドアは開くか 

・柱や梁にひび割れはないか 

      問題があれば避難所へ 

デマに惑わされないように信

頼のおける情報を入手する。 

ラジオ、テレビ、西宮市のウェ

ブサイトなど 

南海トラフの場合津波到達まで

約 112分後 

2 階以下にいた場合は上階に

垂直避難 

6 近所に困っている人が 

  いないか確認→P10 

安否確認マグネットシートなどで

確認する 

7 けがをした場合、 

 怪我人を見つけた場合→P11 

 周囲に協力を求め、出来る限り応急

手当をする 

家の状況から在宅避難か避難所避

難かを決める 

だったら在宅避難→P13 

損傷が少ない、居住スペース

が確保されていれば在宅避難 

（西宮浜義務教育学校など）→P16 上下水道の無事が確認でき

るまではトイレは使えませ

ん。非常用トイレを設置しま

しょう 

救援物資や入荷の情報は避難所に集ま

ります。定期的に確認しましょう 

ライフラインが復旧し、食料や日用品が買え

る店が再開するまで、家族や地域の人々と

協力して避難生活を乗り切る 

テレビ、ラジオ、ウェブサイトなどで台風の規模と進

路を確認。四国東端から淡路島を縦断して北上す

るルートの場合は要警戒 

風や雨に備えてベランダに置いてあるものは片付

けましょう 

風で何が飛んでくるかわかりませ

ん。窓ガラスが割れない対策を 

停電に備えて懐中電灯の準備とス

マホのバッテリーの充電も十分に 

高潮と重なると想定以上の浸水になる可能

性があります。 
家の状況から在宅避難か避難所避難かを決

める 

 

大型台風接近から避難までの流れ 

見やすいところに掲示してください 

作成：2０２４年４月西宮浜の防災・減災を考える会 

6 避難の方法を考える→P12 

西宮浜版地区防災計画 別紙 

10 在宅避難の備え→P14 

在宅避難の備えは資料を参考に

しておきましょう 

地震発生前の行動 



 

         【凡例】 

     指定避難所 

    避難場所 

    津波避難ビル 

    病院 

    公衆電話 

    AED設置場所 

    トイレ 

    マンホールトイレ 

    防災倉庫 

    災害時対応自販機 

    防災スピーカー 

    交番 

国土地理院「重ねるハザードマップ」

津波+高潮で表示 

西宮浜は高潮と津波が重なると 

住宅地区でも 3ｍの浸水が想定

されている。 
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花のまち 

マリナホスピタル 

西宮浜地区 防災マップ 

西宮浜版地区防災計画 別紙 

 


